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「新しい公共」という言葉が使われるようになり、様々な社会サービスをＮＰＯが提供する流れが進みつつあります。し
かしサービスの提供に留まり、市民の意見を社会に反映させ、納得できる仕組みを創っていく動きは充分ではありません。

「認定ＮＰＯまちぽっと」では、市民自身が希望の持てる未来を議論し、実現することを目標にした日本初の社会変革型の
市民ファンド「ソーシャル・ジャスティス基金（ＳＪＦ）」を 2011年 11月17日に立上げました。

今の日本は、社会生活を営むための基本となる 
「共有する社会の公正さ」 が見失われつつあります。
その結果、個人生活や社会に閉塞感が漂い、未来へ
の「理想」や「希望」を持ちにくくなっているの
ではないでしょうか。さらに東日本大震災と原子
力発電所の事故以降は、社会的公正や安心な社会
の復興を市民自身の手によって実現する必要性が、
これまでになく高まりました。
「社会的公正の実現」を目指し活動をしている団

体は、日本にも数多く存在しています。それらは、
不公正を軽減し社会的弱者の救済を着実に行って
きました。しかし多大な努力と比較すると、社会へ
の影響力は充分でない面もありました。その理由
の一つは、今の日本は「現場で行う活動」にほと
んどの資金が廻る状況であるため、社会提案型（ア
ドボカシー）の市民事業には資金が集まらないこと

です。これは、団体のみならず社会的な不利益だと
考えています。

一方で社会提案型団体の多くは、固有のテーマで
「このように社会を変えたい」というメッセージと
具体的な改善策を持っています。ＳＪＦでは、そこ
に普通の市民が参加して議論を交わし合いながら
納得できる市民意見を作り、それを実現することも
同等に重要だと考えています。

ＳＪＦは、以下の活動を行う市民ファンドです。
①「社会の仕組みを変える活動を行っているＮＰＯ
やＮＧＯを対象にした助成事業」を
②「税優遇制度を活用して、市民等から受けた寄付
（募金）」を財源に行い
③「助成先団体の訴える社会テーマへの議論に寄付
者等が参加し、市民意見を形成」する。
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これからの希望を、自分たちで創っていく
社会正義と市民社会の実現

★助成事業
社会提案活動をしている団体へ助成を行います。

助成先の対象分野は討議中ですが、社会的な不公正
を改善する仕組み・制度作りを行う団体や、市民に
よる社会自治の仕組み・制度作りを行う団体などを
想定しています。

例えば、こんな事業に助成したいと思っています。
・	 子どもたちへの原発事故の被曝を最小限に抑え

るための、社会ルールを作る活動
・	 日本に逃げてきた難民の方を、人権的に保障す

る制度を作る活動
・	 市民が知る権利をきちんと保障する、情報公開

の活動　　　など

★ファンドレイズ（募金）事業
ＳＪＦは、認定ＮＰＯまちぽっとが持つ「認定Ｎ

ＰＯ法人制度」の税優遇制度を活かして未来へ「投
資」する基金です。ＳＪＦの寄付には、所得税およ
び住民税の優遇、遺産や遺贈の課税措置の優遇、企
業の損金算入枠の拡大などのメリットがあります。
私たちは、身内だけではなく広く次の世代の子ども
たちに希望をつなぐ、新しい寄付の仕組みを作りた
いと考えています。

★社会的対話（ダイアログ）事業
社会提案を行う活動は単に団体が自身のメッセー

ジを社会に訴えかけるだけでは不十分であり、対立
する意見も含めた対話を広く行って多くが納得でき
る市民意見を創りだした上で、本当に社会を変える
ことが重要だと考えています。そのため助成団体に
は、「社会的対話（ダイアログ）」を行って寄付者や広
く社会との間で意見交換することを選考の条件とさ
せていただき、そのコストにも助成を行う予定です。

ＳＪＦは大きなスポンサーを持たない、市民から
の寄付を中心にした活動を目指しています。しかし
新しい活動であるため、当初は多くの皆さまが理解
しにくいことが予想されます。そこで、2012 年度
はＳＪＦが考える「社会正義」を目的に活動して
いる団体を対象に、実験的な助成を行う予定です。
そこでは、認定ＮＰＯまちぽっとの自己財源に加え
て一般の寄付を募り、広く社会に対して新しい仕組
みを作る運動として働きかけたいと考えています。
その後も寄付募集を行い、2013 年の本格スタート
を目指します。

認定ＮＰＯまちぽっと」のもう一つの助成事業で
ある「草の根市民基金・ぐらん」の助成対象が地域
や生活という身近なテーマで活動する団体であるこ
とに対して、ＳＪＦの助成対象は社会の仕組みを変
える団体であることが大きく違います。そのため、
ＳＪＦでは遺産や遺贈などの大口のご寄付も呼びか
け、ある程度の規模感を持った市民ファンドを目指
しています。

ＳＪＦは、普通の市民団体が始めるにはかなり冒
険的な取り組みです。しかし、行政や企業セクター
ではなく市民社会がこれからの日本をリードして
いくためには、普通の市民が社会の仕組みそのもの
を創っていくことが必要です。そのため、ぜひたく
さんの皆さまと一緒にこの新しい取組みを成功さ
せたいと考えています。ＳＪＦの活動にご関心を持
たれた皆さまからのご連絡をお待ちしています。

ソーシャル・ジャスティス基金は、いつも考えています。
社会的弱者のこと、社会的不公正のこと、日本の将来のこと…
なんとかしたい。そのためにみんなと話し合いたい。
話しあって、より良い社会、より良い日本を創っていきたい。
だから私たちは応援します。
より良い社会を創るためにがんばっている人たちを。

【お問合せ】
認定ＮＰＯまちぽっと
新宿区歌舞伎町 2-19-13 ASK ビル 5F
E-mail: info@socialjustice.jp　Tel: 03-5941-7948
ホームページ：http://socialjustice.jp
フェイスブック：www.facebook.com/socialjusticefundjp

■ＳＪＦを生んだ社会背景

■ 2012 年度は実験助成と、そのための寄付募
集を行います

■ＳＪＦの 3つの事業
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